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要 旨: (財)fJ本木材{)11U議機械は昭和 49 年度以来，製材および介板の間蓄を実施している。製材

の滋介は生材で備蓄するためヰ!にかび，く会れさ手による劣化が生じやすく，またi住績の方法が

~(;泊当であれば， ft~ t~\ r-!l の材の乾燥に作ってïIいや判れによる劣化を来たすなど問題が多い。木前授

は，東京都トおよび埼玉県ドの各 l I.場の倉庫 I'C VllFMf保'&されているベイツガ角材の材質変化を，がJ

1 年 1I日にわたって制まましたものである。本前夜では ， iii~繋 "1-' の乾燥にイ、j 随する狂い， ;J;IJれの変化，か

ぴ， くされ，変色宅のJíl:Ti 状壊を歓t~~ し，それらを一定の基敢に照らして汗価した。とれら一連の訳.~

i震によって，今後の木材附:f~1と関する J適切な技術指針がf{f.られ， との結果 lと主主づき，備蓄材の材質劣

化を故少i浪にとどめるための保管法lこ対ずるいくつかの提言を iî った。その主な点は，備蓄製材はす

べてl訪 liい処瓜lを行うとと，製材は校イ1':，枕イ\を用いて正しく校fdiみし保管する ζ と，校本I;l:防腐処

l'!lを施したものとするとと命 fl?は jl1iM\J'.!.Hな J}~ j_戊m椛冶とするとと，などである。
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はじめに

建築用木本村j の Iリ巾b

板の備蓄事業を実施している。現在の備蓄量はほぼ目標値に達し，製材 14 万 m3• B板 720 万枚 C2.5mm

厚換算:)が民間借上げ念]章および問機構直営の倉庫lと備蓄保管されている。製材はベイツガ材の柱角，土

台，母屋タjなど建築用構造材であるが，令板lと比べて保管中 lと品質が変化しやすいため，防ばい処理，桟

積み法の改善2 製品の更新など適切な措置が講じられている。

筆者らは，東京都下および埼玉県下の各 1 倉庫に備蓄保管されている製材について，保管条件3 品質の

変化などの実態を約 1 年間，数回にわたって調査したので，ここにその結果を報告する。なお本報告は，

上記備蓄機構から依頼を受けて実施している「備蓄材の劣化防止技術の開発j 研究の一環で，第一次調査

の結果として取りまとめたものである。

L これまでの経過と調査の目的

昭和 49 年度lと木村備蓄事業が発足して以来診 主医者らは数次にわたって備蓄材の予備的な調査を実施し

ながら製材備諸法の正しいあり方を追求してきた。これらの調査結果lむすでに種々の報告にまとめら

れている1ト君、昭和 49， 50 年度購入の備蓄製材については， 保管コストの商からìj1.位函積当たりの保管

量を最大にするととに重点を置いたため，備蓄呼qと材の乾燥が進まず，材内 iと腐朽が進行して使用不能と

なった材が発生し，少なからざる損害を受けた。木材を長期間備蓄することは設もが始めての経験で，乙

のような事態の発生を予測できなかった点ではI上むを得なかったともいえよう。

この結果からの反省により多製材を備蓄するというととが安易な考え方ではできないということがわか

り，昭和 51 年度からは次のような改善策が実行された。その主な点は，①桟木なしまたは薄い桟木(従

来は厚さ 10mm 未満〉を，厚さ 20mm 以上の桟木に切り替えて桟積みするとと，②桟木の本数をp 材

の長き方向に 3 木〔従来は 2 本〉とすること，③桟木を上下方向に垂直になるよう整然と配置すること，

④倉庫内では適当なilli風空間を設けるとと，③倉庫は通風換気の機能を向上させ，雨露の侵入や太陽光

の直射を防ぐような木材備蓄に適した構造IC改善すること p などである。

備蓄木材は製材育後の生材であるため，倉庫内で保管中に必ず乾燥が進行し，その間 lこ積み方の不備や

材質的欠陥があれば， j王い， 割れなどの損傷が発生する。 もしp 何らかの方法で乾燥を防ぎ得たとして

も，腐朽p かびなどによる品質劣化は不可避である。とのようなととから，保管中の材の品質劣化を最少

限にとどめる最良の保管法は，むしろ短期間に均」に材を乾燥させるととにあると考えられる。また，備

蓄中 IC正しく乾燥された木材は，商品価値の面から品質が向上したと見るべきであろう。
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ζ のような背景を踏まえ，本羽交は， 昭和 51 年度購入のベイツガ備蓄製材の保管の実態， すなわち，

積み方B 品質劣化の程度，保管環境等を克明に調査することにより，最良の保管条件を設計するための基

礎となる技術的資料を集積し，これに基づ、主命上出 Jな製材の儲i安保管法を確立することを目的として実施

されたc

2，調査

2. 1 調査場所と時期

州予雪を)~施した場所は， Ll i'f，' g主H，工業会社約rW (東京都|付)および白金工業会社倉庫(1奇玉県坂戸市

l人n の 2 か所で， 止なおにあ勺ては[I{{H1 53 ドl1Jl トイミ1]， 54 '1.2 JJ 下旬， 仏同Ji勾年1手三 6 月 l上一勾および|同司イ年干 1日1 )月j F 

f旬dの 4 1"山l

訓;資資であマつ，1.た、ご士九O 

2‘ 2 調査材およびバンドル

調査を実施した儲議j史料はベイツガ (Tsuga heteroμzylla) 宵j 材である。 しかし_.般にヘム・ファー

として取引きされる j忠ネこからの製材のため， 恥 iil)モミ同の樹隠も合まれ忍が，その混入古IJ合は少ない。乙

のことから，本調:査では特 lJI]I乙川 i引を区別せず，すべてベイツカ、村としてi民放ったり角材のせ法は，用途

が柱または土台と 11i定される断 IÚ.Î 10.3 cm 角， kさ 300， 380, 400 cm の 3 淀および母屋角と怨1とされる

断固 8.5 cm 戸J ，長'" 300, 380, 400 cm の 3 種， 計 6 材種である。 乙れらの村は， 日本木材 Din蓄機構の

購入代係書に基づいて昭和 51 年度に絡人された内地挽き材で， 日詩人時期(術省[用始時期でもある) (丸

昭和 51 年 12 月 ~.52 年 1 月(内金工業分)， 昭和152 年 3 月(日夜農林工業分〕である。購入仕様書の要

点は以下の通りである。すなわち，

( 1 ) 品質は JAS 1 等以上のものとするが， 8.5 cm jlJ , 長さ 300， 380, 400 cm および 10 ， 5 CIIl 角

(本調資では対象としていなしつ 10.3 cm 灼，長さ 380， 400 cm 材にあっては 20% 以内の 2 等糾混入を

認める U

(2) ベイツガ以外の樹磁の混入割台は極力減らすこと。

(3) 胤朽部，樹皮は排除する ζ と。

(4) 1 ~手材には丸身のないこと。 2 等材には丸身があっても 2096 以ードとし， かつ 1 角において 10%

以下であること。

(5 ) 所定の IVJばい処現(薬剤および処浬法 没涜または加FE...ーが指定されている)を施すζ と。

などである。その他，桟本や枕ヰ;の材質，寸法，使用本数やノミンドノレの構成の仕方など，京mかい指示がな

されている。

乙れらの村は，設ごとに桟木(幅 2.5 cmx]手芯 2 cm) を介して渋み重ねられノてンドリングされている

がp その構成ば， 10.3 cm 角材では 5 列 x5 段目 25 *, 8.5 C111 角材では G 列 x6 段=36 本が単位 lとなっ

ている。桟木は各段どとに材の長さ;方向 iC 3;$:ずつ配置され， 保管中の材のたわみを軽減2 防止するた

め，上下方向 iC 一直線(垂直)になるよう!こ慮されている。このように桟積みされた名バンドノレは，上下

方向に隠 8.5 cmX 高さ 10.5 cm の断而安もつ枕木をはさんで 6 段(白金工業)または 8 段(日産農林工

業) Iて堆積されている。その実例を Fig. 1 および Photo. 1 IC示す。なお，当該備蓄村は昭和 52 年 7 Jl

〈白金工業)， I司 8 汀(日産農林工業〕の時点で，散布法 lとより中間防ばい処理が実施きれている。
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Photo. 1 桟積みおよび堆積の状態

Piling. 
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庁、ドり〉ワ"の位商 根木

一~--- Bundlinヨ poin "t Stlcker 
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Top f)lmdle 

事

E ヨE
下毘パ 'fご凡

G.L 

コ〉クソト舟ミ Concrete c舎ment .foundation 

Fig. 1 バンドルの積み)j (6 段堆積の例〉

Stacking of bundles (Six bundles). 

Stacking of bundl巴a

2 号 3 調査材の保管状態

前項で述べたように3 桟積みされ堆演されたバンドルは，開成型の倉庫内で材種の同じ他の堆積と;;jqユ

部を接して 2 山ずつーかたまりに保管されている。 これらは通風を考慮して， 他のかたまりとは 50~60

cm の間隔をとって配置されている。

本調査では Figι1 ?と示したように 6 または8Jj止に堆積されているパンドルのうち，最上段のバンド

ル， !中段部のバンドノレ (8 段堆積では下から 4 段め， 6 段上住積では下から 3 段めのパンドJレ〉および最下

段のバンドルを各種測定用に選んだ。合府内 iこ保管されている備蓄材の様子を Photo. 2 に示す。また，
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Table L 羽至宝ノぐン ドノレの諸コl~

Mark of bundle ancl dimension of lumber. 

[討し 10.3灼 X 3001ミ

do. 10.3 Sq. X 300 Long 

角材の、J Ì:Îミ
Siz巴 of lumber 

(cm) 

バンドノレの hWI&
Nos. of lumb巴r

日

5 列 X 5 段
25本

(No. k~25) 

5 ranks X 5 courses 
25pcs 

日
川
叩
叩
同
只

業
企
ー
は

6 jij X 6 段
36::);: 

(No. 1…36) 
6 r品nks X 6 courses 

36 pC8. 

No.3 , 15, 33将

8.5 灼 X 3801ミ

8. 5 Sq. X 380 Long 
r,CJJ 1 d臼@

向上
do. 

10 山川 l ]-rfJ J二c!o.
1O. J Sq. X 4α) Long 

ん u lJL';::'. 

f'J 

同上 10.3 角 X 300 良

c!o. ! 10.3 Sq. X 300 Long 

No l~25 〔全:数j
all 

6 列 X6 段
36本

(No , k..36) 
正式び〕 ょVllUUlビ

6 ran 

庫

If,J ， 1 二 8.:i f日 X Joot，~ 

c!o. 8.5 Sq. X 300 Long 

*1 番号はそれそ

The numbers show the respective lumbers at the center of uppermost , middle and lowermost courses 
w�hin a bundle. 

*2 '/幸号はそれぞれバンドノレ内の最上段iド火，上から 3 j及 grl'9ぃ最下段小ょ!と部の材を示す。

The numbers show the respective lumbers nearly at the center of uppermost, third from top and 
lowermost courses wi thin a bundle 
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調査したノてンドJレの記号，パントソレ数，材の，lj去，本数等を Table 1 (こ示す。

なお，調査のさいには測定するパンドルは一度ばらされ，調査後再びパンドリングされ，倉庫内のもと

の状態で保管されるとととした。 従ってP 調査の都度，パンドノレを構成する各材の配置が変わるのを防ぐ

ために， 材の片方の木[Hこ No. 1，~No. 25 (25 木パンドル)， No. l~No. 36 (36)ドパンわけの通し番

号を付した。番号の順序は， パンドル内のと段左端の材を No.l とし， ド段;お端の材を No.25 または

No.36 とした。

2.4 調査項目

木調査では重量t (含水率〉の減少経過， ð王いの進行変化，習jれの進行変化，同]朽またはかびの進行変化

および調査当日の倉庫内数か所の混湿度を測定した。温湿度を除くl:Jê調査は， Table 1 および次項に

示すように，項目によって材の全数を測定したものとバンドル内の一一部の材のみを測定したものがある。

2.5 調査の方法および手順

2.5.1 重量(合水率〉の測定

保管 111の材の合;k率変化を調べるため， 材の重量を 50kg の台秤(精度 0.1 kg) で測定した。測定は

必ずしも全数とせず， 原則としてパントソレ内の最上段の中央11i5 とみなす材 (25 本のバンドノレ， 36 本のバ

ンドノレとも NO.3 の材)， 1[1段の中央部とみなす材 (25 本バンドjレでは No. 13, 36 本バンド Jレザごは No.

15) および最下l段中央部とみなす材(同.t. No. 23, No. 33) の 34えを測定し，特定のパンド jレでは全数

を測定した (Table 1 参照〉。最終回にすべての調査を終 f した後，その材全体の含7k率および断阿内の

合水率傾斜を求めるためョ Fig. 2 のように長さ方向 3 か所を鋸断し，これら鋸桁した小試験)十は臼動天

秤(秤量 200g，精度 0.001 g，島津製)およびディジタノレi反不;天秤(秤量 1 ， 200 g，精度 O.Olg， ザソレト

リウス製)を適宜使い分けて秤量し，その後， JIS Z 木材試験訟に基づいて全乾とした。このようにして

得られた最終回調査時の含水率をもとにョこれまで測定してきた材の重量を合水率Jと換算し，備答期間中

の*まの含水率経過を得た。

なお，当該試験材の平均含;j<率は， Fig. 2 における 3 !自の試験片 d の算術平均で求めた。

2.5.2 狂いの測定

狂いには大きくわけて 2 種類ある。 l つは践が

り，そりであり，他の l つはねじれである。前者

の砲がりとそりはいずれも長さ方向のたわみを指

すが， J上L角の場合lとは曲がりとそりの区5jiJはない

のでP とこでは便宜的にi記者を l出がりと呼称し9
3~1 
/ 

¥ 

ヨ額
槍て岳部介 reJect

E責験fi' ;;; 訣験)t b 
Tesl specimen Test s閃clmen

a b 

Fig. 2 合水率測定用試験片の取り }j

Cutting proc巴dure for moisture test 

speClmens. 

また測定のさいも両者の区別はしなかった。

狂いの測定では，対象ノインドjレの全数の材を測

定したが，各回とも調査開始後しばらくの間は，

曲がりのある材には糸を張って最大矢高を実測

し，またねじれ材では l 材l苗 4 隅のうちの 1 隅の

もち上がり高さを実測し，慣れるに従って目測に

切り替えて行った。測定値は Table 2 の基準に

従ってp 曲がりとねじれのいずれか評価の劣る方
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Table 2 íI いの評価基 ii1\

Grading criteri旦 of warpings. 

lEいのf，Uñl
Type of 
warpmgs 

A, B, C 平価 1j~ i'ítネ1
Grading by A , B, C 

JAS 言平価基準柏
Grading by JAS 

E
f
 

f

可

A
U
 

n
 

つ
ム

つ
ん

キ 1 ßにさ 300~400cm の材lζ対し共通。本調査で定めたもの。

i出がりは材の尽き方iíJj，ζ沿う内山商の段大矢11jを，ねじれば I 材面 3 悶を水市市lこ置いたとき，主主り 1 f>P~ の水平

面からのもち上がり高さを測定。

This criterion was used in this study and was common for 300 10 400 cm long lumbers. 

Bow was measur令ed as distortion in a surface devia tes from 自atness lengthwise. Twist was measured 

as distance at one corner from a flat plane 

松長さ 3m の例。 JAS では出がりを長さの百分率で示しているが， ζ 乙では数値 IC換算したの( )内は土台則。

Exampl田 for 3 m long square lumber. Although bow is shown by perむentage of length in JAS, it 
is shown as converted f�ure here. Parenthesized 邑gure is for foundation square. 

与を基準 lとしてA ， B , C で評Í!ih した。と ζ で定めたまま準値は， 日本製料規格(JAS) の等級区分と必ずし

も対応しておらず，もっぱら使用者側の宏、思ーから感覚的 lこ判断した場合の 1 つの目安として定められたも

のである。すなわち，評価Aば狂いが全くないか極めて軽微なもの，言'f{iffi B は狂いはあるが伎HJ上ほとん

ど問題ない程度のもの， 評{凶 C は使用上問思になるほどの狂いのあるものを持す。自íj 出の Table 2 I こ

はF 比較のために JAS 瓦河川乱を併記しである。ここで定めたよL準値は，材の長さのいかんを間わず一律

としてあり，また， JAS 弘司fより相当厳しい]í!;準になっている。このことから， 長さ 400cm のように

長い村では長さ 300 cm 材よりも厳しく判定されるという不合理さはある。

2.5.3 t;uれの測定

割れの種頬を分けると，水口百j)分の割れ，木口から材面につながる割れ(乙の 2 つは JAS では一括し

て木仁l割れと称する)および材而の独立した割れ(表面割れともいう)の 3 つである。おjれは1王いと同

機，会数について羽べ，割れの，fln類にかかわらず込みで二与えて， 目視によってA ， B , CIこ判定した。そ

の基準は，狂いと同じく使用者世[lJの;立場から総合組j楽し，むlれが全くないか，または極めて終微なものを

A，軽微な割れが 1 ， 2 ITnのみにとどまっているものを B ， 使用上問題になるほどの割れが発生している

ものをC としたの水口 rllÎにのみ発生している割れは，通常予使用仁からは間単になることが少ないため，

目視に当たっては主として材IBliζtiわれている別れを京視したU

なお，割れよ郊似の損傷である裂 IJ (相対する 2 材面にわたって割れているもの〉は，本調査で扱った

材の中では全く見出されなかった。

2.5.4 劣化度の判定

かびまたはj商符による劣化は，全数の材について外観の観察をし，劣化の程度に応じて， A , B , C , 

D の 4 段階 lこ評価分類した。 さらにこれらに A口0 ， B=l , C=2, D=3 の係数をあてはめ， これを劣

化度と称した。その法i'íl~の詳細は Tabl巴 3 の通りである。劣化の判定iと当たっては，試験材 L本どと IC

4 材面を制べ 4 材函を総合的に評価してその材の劣化皮としたo íllÚ定結果の集計に当たり，数本の材や
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Table 3. かびまたは腐朽の評価基準

Grading criterion of biodeterioration. 

評 価 i 劣化度
Evaluation I Grade 

A 。

観察内容
Condition 

B かびまたは腐朽が認められるが比t~ÍI甘軽微なもの。
Sl刕ht decay or mold 

C 2 
菌による変色または腐朽が進行しているものo
Moderat巴 d巴caV or evident stain 

D 3 
腐朽がさらに進行し，伎用に耐えないものo
Sever記 decay

lJJf「〔コ
( | 仁二コ仁コ

I しにじ仁ゴ
~ ¥ I 仁三つ仁コ
! ! m亡互コヒゴ
lIL」口
i I I |仁コ
J|臨f ITl ICユ

Fig. 3 温湿皮測定位置

Measur匤g points for temperature 
and humidity. 

ノミンドノレごとにまとめて整理する場合は，

それぞれの劣化度の平均値として求め，こ

れを平均劣化度と称した。

2.5園 5 祖温度の測定

備蓄材が保管されている倉庫内の数か所

で2 堆積されているバンドソレの最上段部ョ

中段部，下段部の 3点ゼ jH~温度を測定し

た。この測定は，数日にわたって実施した

調査 H のうち?夏季および冬期の名 1 回，

アスマン式通風jEL温度計で乾球部度および

混成温度を測定したものである。なお，測定

{'L泣を図;J~すると Fig. 3 のようになる。

3. 調査結果と検討

3.1 含*'率の変動

備蓄中の木村の合水~;の変動は，狂いや

かぴ，腐朽，割れなどの発生9 消長と努技

な関係をもっている。従って，備蓄木材の材質の変化を検討するに当たっては，まず木材の合水率の動き

を適篠に把握しておくことが肝要であるO

各パントソレの上!段中央部付近(以下 r付近J を省略する〉の試験付 (No. 3) , 中l段中央部の試験料

(No. 13 または No. 15) , Iご段中央部の試験材 (No. 23 または No.33) について，調査期間li1の含水率

の変化を図示すると Fig御 4-a ， b のようになる。 同図から明らかなように， 測定場所やノインドルの種類

によってお干の違いがあるが，おおむね次のような共通的な現象が読み取られる。まずバンドルを 1 つの

単位として見た場合2 ①裂け後推定 1 年 8 か月経過した時点では〈日産農林工業の場合が該当する)，

10.3 cm 角 8.5cm 角とちょミい材(良さ 380 cm) ではまだ十分に合氷率が平衡に達していないが 2 年

r~ 2 年半経過すれば (2 つの倉庫とも入 長さにかかわらずどの材も合水率はほぼ平衡に達している。②
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バンドノレ全体の平均的な平lìH合)J<.率は 15'j1796 である iJ5~ とりわけ最上段パントソレが設も低いように見

られる。③日ーの IfJrhJiであっても p 調査した期間の純1mではヲ 長い材(長さ 380， 400 cm) は短い材

(~さ 300 cm) より若 F向めの合水彩でおさまっている的。

パントソレ内の位認月!J Iと見た場fけとは3 ①各バンドノレとも， 最上段の材の合;J<.2キくは気象条件の影響与を底

抜受けやすく，合水率の変化がえさい。 とくに最上段バンドル (U) で顕若である。②各パンドルの中

段の材は気象の影響を交げにくいため，変化は小さく'bどとしている。①各バンドJレの中段の材(，2:， コFl知

念ノk率lこ達するのが遅い。とくに最ド段バンドル (L) で顕著である。

合;J<.率の変化とはl!lH己最終|口!の調査で錦断して悶べた 1 本ごとの村内の合水〉字分布の結果は診ここに

は敢えて図表化していないが，その姿点を挙げると次のようになる。①長さ方向で， 中央部の合水三容は

)iTu端部のそれより 1 ~J 2;;ぢ丙いものが多い。② l三さ(断IfíO 方向では，必ずしも中心部が高く炎層部が

低いという，いわゆる放物線lli!Ciコ分布になるとは限らず， .-Jj二のパターンが見られない。

乙のように踏査した備蓄材 11 ， 第 1 回めの間交時点で保管後すでに約 1 年詰か月(f3 i'f'農林工業)，

約 2 か年〈じ L金工業〉を経過していたため，合水本がほぼ平店長J I~'こ述していた材が多く s 以後の調査J羽 IlJj I ド

の-;i;;J]<4iの変動はほとんどないかp または些少であったo 1去って 9 合;j(率の変ill)j j，2剥査するという点iこ j浪

ればB 本調査における畑|吋の設定は妥当でなかったといえる。

木村のエp:街合)J<.2宇 l士号 i柑封種や材質がI同司じであれば本質的1にとは材のj形巳状や

るものでなく 9 同{立のはずである。しかし，まだ十分に、I[衡に達していない過程や，外周空気条件の変化

が頻ばんで大きいような場令には，表j国在日分の l政脱出の影響で，材の5jZ.J:J t'~JtJ: 11立は形状や寸法の浅いによ

って?必ずしも日じにはならない。また備蓄用fr脳内では，場所ごとに通J!E\条{午が民なり通Jili\ も不ト分な

場合が多いので，ムド均的lこは}"'F{外より山めの関係湿度になっているものとオえられる。ちなみに3 東京地

区の民外の温温度を木材のユl乙lff1í 合水ギ Jこ換算すると 9 年平均で 14 ， 55'ふ スギ、村で実附した〉ド換i合ぇ]<"事の

年平均は約 1596 とされているのでへ こ ζ で勾られたバンドノレの平均平衡合;J<J容は ζ の値より 1 ~'2 % 

、といえる。 i&1ここれらの備蓄jc/] をE立に長期にわたって観測したとしても，大幅に平衡値が低下すると

は~え Y!íIい。

3.2 狂い量

数[IJ[ のが]査の部皮， 11 い孟 (1[11 がりおよびねじfL) を測定したが2 当該ぷ，j1'f組問中は合水率がほぼτP:1ff!T

lこ主主していたため， 狂いには口だった変化が凡られず， むしろ目測による誤差の方が大きいほどであっ

た。従って，ここで言及するのは最終い!の測定結果のみにとどめる。狂いの発生している材の代表的なも

のを Photo. 3, 4 I乙例示しfこ。

パンドノν日1] こ A ， B , C 評仙の山引;頃皮を整到したのが Table 4 である。托いが全くないか9 ま t:. は

軽微と Fる評価Aの {_U~T~数 1C1主[すすると 2 つのお序とも2 概して中j段 (M) および最下段 (L) のパン

ドノレ lと多く現われている。とれはJ 方i乙積まれている引ilのバンドノレの重量ーによって，狂いがかなり抑制さ

れた結込と見ることができる。ただし，バンドノレ 1 のみノ符干事情が異なる理由は定かでない。商品として

の合格ラインである評価A ， B を台、計して考えれぽ，最上段 (u) と，+，段 (M) のバンドノレJこは元がほと

んどなく，最下段 (L) のバンドJレの百平和líが*~i:千 b~いように見られる。

村の良さの影容を検討するには，バンドノレ l と 2 が[ríj--の断面 3 と 4 が同 Aの断面であり， 11ま 2 よ

:つも，また 3 は 4 よりも材がiえいことをして，互い して見ればよい。評価Aの山
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Fig. 4-a. 試験材の合;J'(率減少経過(日産農林工業倉庫〉

Drying process of test pieces (Niss品n Norin Kogyo) 。
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Legend 
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Bundle Test piece Course 

一一::~ t 2 No. 3 上 Vl 
3, 4 No 3 uppermost 

一一一ム)叩- 1, 2 No. 13 ヰ 1 段
3, 4 No. 15 middle 

〉く 1 ， 2 NO.23 下 f之
3, 4 No. 33 lowermost 



--136 ー

含~ 20 

71"¥-

5家 υ
....，...ぷ 15
%ι 

ZFQ 
完芝 15

円
U
F
3

q

4

q

a

 

(
x
v

，

u
・

z

含
水
準
(
%

林業試験場研究報告第 312 号

25 

1 U (費量.L_g文)\" ;，押し)
(TOjl BUI電 dl 母 j

10 ，3cm 角瓦 400cm 長
10.3cm S~.x 400cm long 

F 誕

'1(. " ・・ --巧A
a--ー二ご二二:丞ニー.-.--~

10 

2 U 

10・3cm 角 x 300 cm 長
10・3 亡m sg.l( 300 cm long 

L二;;;L3??噛

1 M (中 ÇJ支 jγ 〉ドル) 2 M 
(トイ iddle u゚ndle) 

恥見当証ニ二LJ

25 1 l (最下段)\'、〉ド !l〆)
( 80τtomBundle) 

~:::-.， 

、h、一町、、~.~・"..，

---.:宅一二三三重

10 

1978 
12 6 

i認可定年月 Date 

ιみふま~

2 L 

X... ・ ー晶

生二三こ二三三ヰ=戸よ点二A
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Drying process of test pieces (Shirogane Kogyo). 
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ノぜンドノレ

の記号
乱1:ark of 
bundl巴

lU 

1M 

1 L 

2U 

2 1\在

2L 

3U 

3M 

3L 

4U 

4M  

4L 

Photo. 3 曲がり Photo. 4 ねじれ (L段の 5 本の材〕

Bow. Twist. 

Table 4. パンドル別狂いの評価と出現頻度

Evaluation of warping and its frequency. 

業 自 金 工日 1産ss 農林工
N﨎san N orin Kogyo Shirogane Kogyo 

業

|泊J5í:Mï& i Fr即 パンドいJレ :数 出現頻度
の言己号 Frequency l1数価d出-A/ 現頻度Nos. Mark of i Nos. of 評価 評価 BG評T 価 Clumb 価 B 価 CAIG評rade BIG評rade C bundle I lumber ' G;~d/iA I G;~dle DB I G~~de I l7raae A 1 l7raae 1::11 l7raae 

25 23 2 。 lU 25 13 6 6 

25 22 3 。 1M 25 13 6 6 

25 11 13 l 1 L 25 9 15 

25 19 4 2 2U 25 15 8 2 

25 23 2 。 2M 25 21 3 

25 21 2 2 2L 25 1弓 3 3 

36 16 12 B 3U 36 15 19 2 

36 27 8 3M 36 25 8 3 

36 22 11 3 3L 36 21 11 4 

36 25 9 2 4U 36 22 8 6 

36 27 6 3 4M 36 26 8 2 

36 28 7 4L 36 26 8 2 
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現数は日産農林倉庫の場介， バンドル 1 (U , M，しの合計)は 56 木で， 総数 75 本のうちの 74園 7% に

相当し，ノてンドル 2 (悶 LJ では 63 本で 84.0%， 同様にバンドル 3 さは 65 本の 60.2%， バンドル 4 は

80 本の 74.1;;ぶというように，いずれも短い材のグノレーブほど良い結果がでている c このことは白金倉庫

の場合も同様である。とれは，本米なら材長に応じて別々の基準備を設けるべきととろp とこでは材長の

いかんにかかわらず同 Aの J法tIíーで評価したところに間忠があり，必ずしも木質的な品質劣化の程度を正銘'

iζ反映したものではない。

バンドノレ内の材の位üH;JIJに見た場合には，おおbね各バンドノレの長 IJ設の村 lとおまたは CIて評{I百された

ものが多いように見t乏けられるが，あまり 111'111l:(な傾向とはいい難いc

狂いを l[]1 がりとねじれの川に分けて検言、J-t るため，バンドJレごとに坪ÚfiîB または C 0) :1\現数をRいの種

類}}i]1と見たのが Table 5 である。 これによれば~ ~f:1日二の例外もあるが多いずれのバンドルもねじれより

むしろ曲がりによって品等が低ドしているとして評il!li されたものが多いととが明らかである。

J投n乙狂いは繊維の通!i'j 度， ;17jゃあてなどの欠点，似の成熟度2 生長j;C;)] ， 木取り )jfS ど，材質的な

影響による場介と，外気条{守や桟積みの仕)5ーなど三次((Jな要因による財イ?とがあり，いずれの影響が大き

いかは間々の事情による。また，そり(ヒド)TlÍll)とねじれはある程度荷生によって抑制j しうるが，曲が

り〈総方Ii心を荷豆で抑制するのは難しいともいわれているの è'~1 ~主備蓄トオは，一般仁場における常識的な

作業能率を無視して， 可能な i汲り正しく入念に桟積みし， Ji[ fj'l しであるから， ノ f ンドノレ5jljの3 山、のif: j主

は， もっぱら堆積位置の追いによる 1~;l fr:の大/トの影響によるものと考えてよい。木取りについては，二方

まさ木取りした角.f;jでは原木樹幹内における材質の速いから，乾燥に伴って長さ方向 lと本;裏側板目函を 011

iとして弓状lとそる ζ とがある。従って?このような木取りの材では，すべて板目[却を上~-方向 lこ向けて桟

積みすれば，ある程度そ 'J Glの鞍減が;町j待できるとmコ定される。

繊*lí のi直前皮の影響を.hlるために， 試みに合JK率を調査した試験料のみについて(総数 36 本〉検討し

Table 5. 狂いの穣頬別頻度(言Hil!i B , C のみ)

Ev乱luation of w乱rping by types and frequency 

(grade B, C only) 

口説農 f+ 工業
Nissan Norin Kogyo 

白金工業
Shirogane Kogyo 

ノてンドノレ

B じ B C 
11 Bundle 

14 5 。

2 

3 28 

4 20 

函
い
胤

評
仰

れ
h
v

じ
白9

U
 

A
d
r
 

ォ

G
価
仰

市
中I
L
U

一

5
y

h
ノ
'
D

P

恥
7

a

 

曲
円
山B C B C 

16 y 14 6 

12 5 

13 

5 

44 16 

*1 曲がり，ねじれの両方の犯いがある材では重複して数えられているため，第 4 表の合計とは必ずしも一致しない。

Totals are not necessari1y equal to those in Table 4 because of double counting when both bow and 

twist are observed 
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Fig.2 Ic示した試験片 b を厚さ方向7こ。日連畏林ユ寿喜
Nlssan Norin Kogyo 

i車庫農民;44.4'/，)
Straigh そ ness 8 

になたで 5 等分したさい歩害IJ裂聞のねさやjiIl直産 C (2 ，['，旬。J
Sそ raightnes5 C 

これらを総繊維の傾斜，交錯度等を訴jべ，

合勘案して繊維の遇直度をA ， B , C の 3

段l拾に区分した。 ìill前一度Aは素直な面のも
30.5・h

の， C;'ま減給が入り組んだり;j;:j めになって

B I，土中痛のものを指す。繊維

のj項目度は1:4三の材でも河合目的 lと異なるだ

割れたもの，

直入一

ん7
 

4
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「11
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l
「

1
1
「
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L
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(
目υ
a
)
，

J
R
υ
c
ω

コ
げ
山W
L
U
L

指
度
、
き

それめ， f~ の長さ方向 3 か所の試験日のョ

^ r寸ぞれ 4 つのおj裂而 (5 分割したから) , 
A B C 

3子、、

W~rpj吋

A B C 
金王 、、

Warping 

その材の平均的な

繊維通底度と定めた。このように定めた繊

計 12 の面の平均値を，

維j遺[立度と狂い評価との関係を，バンドJレ

の)jIJなく山現数で表わしたものが Fig. 5 

である。これによれば， J退院度Aの材ほど

狂い評価Aと平IJたされるものが多し通直

度Bでは狂いAが減り， J芝 lと B ， C のil\~見

数を増すζ とが知られる。このことから多

繊維が辺直なものほど狂いが少ないといえ

白金ム荒
Shi rogane Kogy。

「
i島直度 A ~55.5 へん〉
Str...ightness A 

3B.9'!o 

:f ~~' t1 
る。

また，材函lと大きな節ーがある部分で，著Fig. 5 織維の jffi直皮と狂いとの関係、

R巴lation betw忠告n straightness of grain 

and warping‘ 
しく材が曲がっているものにしばしば出く

わした。 ζ のととから p 節の狂いにおよぽ

す影響は，繊維の.ìIDuJi度よりもむしろ大きいのではないかとさえ忠われるがp 本調査では節の測定は行っ

ていない。

れ富IJ3 目 3

一叫般に屋外での天然乾燥による割れは，空気条件が厳しい場合には乾燥開始後 l'~ 2 週間の問に発生ず

合/]<率が 20'~15% 程度まで低下する次第に割れの数を増したり ;!;IJれが進展したりずる。るものが多心

と材の内外層応ブJが転換し，以後は割れた百五分が次第にっぽまって行き，最盛期よりは II t:':たなくなる。

これが針葉樹材の一般的パタ{ンであろ。当該調査の期間は，合水豆与の出.ú定結果から凡でほぼ応力転換期

であったと考えられる。このためか数回!の';'iúれの調査ではヲ新たな得!れしの発生やすでに発生した割れの進

肢は見られなかった。最終日の調資において -1mの材では以前より割れが目だたなくなった村もあった

が，その変化はごくわずかで，調査期間中にはほとんど割れの変化がなかったと見てきしっかえない。従

ととでは前項の狂いと同様多最終回調査のíll.ù定結果のみについて言及することとする。って，

割れの程度とバンドノレTable 6 1とバンドjレ別の割れ評価とその出現頻度を示した。 2 つの倉庫とも p

との関係lとは明らかな特徴が見られない。また，バンドノレ内の位置や材長の大小も，割れの程度とは無関

イ系のように考えられる。 ζ れに対して，断面の大小は割れとの間にある程度の関係があるように見られ，



i"品論付劣化防止技術の l~fßt [1) (雨宮・鈴木・松川J 0 鷲見・ IÜf4\ 0 i河本) -141 

Table 6. パンド Jレ別割れの評 fillí と出現主f[ 浅:

Evaluation of checking 呂nd its frequency. 

日産農林工業 11 白 金 工 業
Nissan Norin Kogyo 11 Shirogan巴 Kogyo

出現頭皮
21JZ1 測定材数 F問uency
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断面lの大きい材ほど;切れやすいようである。

本付断 1mにおける樹心の有奴と割れとの関係を見だのが Table 7 である。 同産農林工業の場合 4 種

のバンドjレの総計 366 三十三の材のうち 12 本が心持ち村(一端のみが心持ちのものも含む〕で， そのうち C

と汗イilli されたのは 75.0% に 2 たる 9 本で， B も合めれば合計 11 木 (9 1. 7'1めにも迷する。白金工業の結

果も大同小異で，心持ち材 32 ，*のうち crと評Íliii されたものは 20 ;4>: (62.5%) , Bを合めれば 29* (90.6 
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Photo. 5 心持ち材の割れ

Surface checking of boxed-h巴呂rt wood. 

見出されなかった。

96) になるつこの結果から見れば，少なくと

も心持ち f~ のほとんどは何らかの割れの発生

を免れていないといえる。著しく割れの免"1ー

した材のザ1]を Photo. 5 Iこ示すがg 例示した

ものはすべて心持ち材である。 ζ のように心

持ち角材では，たとえ材質的に正常であって

も背割りを入れるか PEG 処理するなど，

特殊な処聞でも施さない限り，割れを完全に

防止することは不 i iJ fI~~亡近い。

その他，まさ目~jßまさなど木取りや繊維

の適宜度と割れとのtmlこは9 特徴ある関係が

従来の木材乾燥の経験から，乾燥初期の空気条件が害11れの発生に大きな影響をよおぼすことが知られて

いる。従って，乾燥割れ防止の点からはp なるべく初期の急激な乾燥をおさえるのが望ましい。しかしp

乾燥速度のおj節を，倉庫の構造 iTl1や域積の配置)ji玄ーなどで行うのは容易ではなしむしろ，材の寅付けの

時期を選ぶのが得策のように思われる。乾燥速度を遅らせるの(訂正ねまたは而混の条科二であるが，かびゃ

)丙朽(次項〉の点からは高温条件は避けたい。

このように，材質そのものの似Ijに割れの要閃がある場合はやむを得ないともいとるがp 購入時期や保管

方法次第で，ある程度割れを鞍減することは可能である。

3巳 4 かびまたは腐析による劣化

一般lじかぴの発生は材表面の合水準が 25労以上(自白水の存在〕のときにおとる。従って， 材の平

均合水率が 20% 以ドとなるならばF 表面合水E容はそれ以下であり， 材内1"\\3の合水率も織緋飽和点を越え

ることは考えられないので，材の劣化の進行は停止する 6) 。

儲蓄材の場合p 製材から納入までのJJ;ij f習があまり長くないととが予似され，かび発生の条FI である25%

以上の表面合7}く率にあるととは確実である。前述したように日本木材備苔機構は，乙のことを考えて，製

村両後に防ばい処理を義務づけている c しかし，ときによっては， rS}jばい処主事!が適切でなかったり，処理

むらなどのため，変色などかびによる品質低下が見られ，さらに年月の経過ととも Ic [l}jばい剤向休の効力

が低下するととも考えられるので，乾燥が}分でない材ではその被害が拡大していく。かびの中でも特に

Cladosporium , Alter月山匂， Aureoba幻dium などの閣による被容は， 強度低ドは少ないがョ 材色変化に

よって材の価値を低下させるつまた食庫保管中の適当なn守Ñl Iζ材を桟積みしたまま防ばい子刊を散布する場

介は2 薬剤のとどかない郁位もあり F 食康保管後の対応、には限度があるので，製材直後に適正な防lまし、処

明二をすることが重要である。

Table 8 I乙材程，位置，倉庫別平均劣化度の経時変化を示す。 日産農林工業倉庫の場合，条Fj:の厳

しい最下段 (L) が同材議の rjCIで最大の平均劣化度をノ比している。しかし， 2 Lの場合のように必ずしも

最大の平均劣化度を示していない例もある。これは，納入時の品質の差が影響しているのではないかと考

えられる。 Fig. 4-a, 4-b の合水率経過から見て王寺障環境lと著しい優劣の差はないにもかかわらず，平均

劣化皮は日産農林工業合庫の方がより大きい。かっ，その平均的劣化度は:)L身材 2 等付においてその培
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Table 8. 材源，位置， 1，守庫労 IJ平均劣化皮の経時変化

Changing process of mean grad己 of biodeteriora tion. 

寸 ìl
Dimension 

380cm*1 

( 400cm) 

1 U 

1 M  

111t;\長さ I Mark 
Width I Length 

10.3cm 

300cm 4 乱在 0.22 。“ 33 O. 

4L 0.39 0.61 0.94 

Aニ」ト 体 0.34 0.54 0.63 
Total mean gr旦de

丸身キオの平均
。刷 40 0.87 0.84 

Mean gradEofwamtimbers| 

Jよ
of O. ¥7 O. ~ll 0 , 72 

2M  

L 0.08 

0.36 

0.34 

υ 

O.O/i 

。

。

3 U  

3M  

0.50 。曲 81

0.1 ヲ

η
u
n
v
 nu 

O.O� 

0.03 

*1 日産農林工業保管材は長さ::l80cm. 白金工業保管材は長さ 400cmo 

Length of Nissan Norin Kogyo is 380 cm, leng� at Shirogane Kogyo is 400 cm. 

*2 U~段上段ノてンドノレ， L~投下段パンドノレ。

U~Top bundle, L=Bottom bundle 

え一方が大きい。 Iコ(itl業倉庫保管材 lとは 2 等材がない。これらの事実か!:J， この 2 企障の納入1';1の悶 iこは

生物劣化の ItlÎから見た品質(?;7J<.ネ，辺材などの劣化しやすい安京の割合?丸太さの内郎防朽を持ってい

る ζ との有無， Iめばt\処到の適正さ) fこえがあったのではなし、かと考えられる。

次l乙潟朽による材の劣化はかびと尽なり，村の平均台水率が 25% 以とで，かつ1O~350C の適当な温度

が数かn続いた場合におこる。ただし，すでに丸太の11寺 l こ II~朽 I~が似入していた場合，ペとの丸太から採取

した製品の rlnこ，外jるから半Ij日1] しにくい内部府朽があることがあるc このj品子;， !付 l~'l)!C ~ l る府朽芭は"t育

条件が終えば，直らに生長を IHl始ずる c 1命誌を開始した当初の昭和 49 年度購入材に(.;;t J 材表面では見詰さ

しやすい内部から l同朽した材が-;iIS混入し，それがJ準法源となってまわりの材玄で JiliJ朽したため大きな被

事を受けた針。 しかし， その後頁{、Jij検査の厳絡化と fJ;木j手を火きくしたこととにより， 今回の調資で

はョ表面 lこまで菌糸が繁殖し，一見腐朽村とわかるような材はなくなったが，外見一上健全で内部がi前朽し

ている材が一部見受けられた。

かびおよび腐朽を総合的に評価した時，比較的乾燥しやすいバンドルの外側の材(1つのバンドルの最
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Table 9. バンド jレの内外別平均劣化度

Eilean grade of the outer part and inner part in the bundle. 

寸 法 |パンドル| 日産農林工業| 白金工業
Dim母nsion の内外 Nissan Norin Kogyo ShiroganeKogyo 

一一一「一一1 0泊叫tベて引r吋p町tl阪霜布耐E百3耳竿ζ寸函耐布出砕羊 崎師布E耳写 踊師布布53坪年岡和和54咋年寸晋師布耳平
幅 干嘉手 大 I ~凶i T.〓 I 11 月 29 日凶i 6 月 6 日! 1 日l 月 29ヲ日剖! 1は2刀 6 只 J月1れ14 目 12月 6 目
W肌i拙d批軌t出h I L，恥巴叩n悶g

一にJ汀1 工司二日;孟山二工寸 0.79γ0.0瓦Jτ04 O.九J;J 一!…Ocm * i O~'ter p込rt I U.V0 U.b! U. I~ U.Uﾖ U.U4 

(400cm) 1τ内問ι0.75 1.04 1.07 I 0.41 0.15 I 0.04 
I lnner nart i 

外側 0.10 仏 15 0.13 I 0.02 0 0 
0.3cm I 300cm I O~ter p:::~t i v. <V  V. <V  v. CV  I v. c ム I V 

l …一|内組IJ I 竹(\ ,1 1 n ~ 1 ハ | i T-'-:....__"",."I 0.22 0.41 0 圃 41 0 0 0.04 
止±竺竺| 山一 _i~J V ._v__l 
1 51- 担IJ I ro γ ハハ | 

平均 I O~点r p~~t I 0.23 i 0.41 0.4:? 0.05 0.02 0.02 

Mean い:内側 I 0.49 I 0.73 I 0.74 I Inner part I v. U し・ 'v I 。.21 0.08 0.04 

l fll  l O75 
38 タiL 側 I 0.38 I Ocm* IO汜er part I u. 汜 …I T~__.. 仰11040 l 07l i O75 I lnner part I v .'V  

。. 18 。. 18 0.05 

。司 42 0.44 0.17 

外 側 i ハつ円 l ハつつ 。 。

OOcm 1 0紅白r partl uauu | 〉山
内側 0.69 I 0.75 I 0.92 I 0 I 0.02 I 0 

In田r part i 
V. V/  

I 
V. , V 

I 
v. /~ 

I 
V 

I 
v. V~ 

I 
「 一一一一一丁一一一一一一丁一一…一一一一一一一一一「一 一一一一「一一一一一一一

l 外側 I 0.34 I 0.43 I 0.63 0.09 0.09 Iω3 平均 IOuter part I '-'. V""): v. -,: v v , vu V. V7  V , V7  

Me印|内側 0.55 0.73 0.84 0.21 0.23 0.09 
II n n e r  pa社|;l|!|

l 外側 0.28 0.42 0.52 ハ.07総 平 均 10ut己主 t I v. L,. U V. "1:L.. V. JL，.し山 J 。盆 06 0.02 

Total mean 内側 0.51 0.73 川2い | I L~'...... .."..':.. I 0.51 0.73 0.79 0.21 0蜘 15 0.06 
Inner part I v. v' V.'  V I v. • / Iυ.~ ， I v. 'v I 

キ.日産農林工業は 380c瓜白金工業lま 400cm。

Length at Nissan Norin Kogyo is 380 cm, length 皐t Shr百gane Kogyo is 400 cm. 

土段の材およびその他の段の両端の 2 列の材)と，出較的乾燥しにくし、バンドノレの内側のけ〈その他の段

の両端を除く材〉との劣化経過の比較を Tab!e 9 iζ示す。両倉庫の材ともバンドルの内側の材が外側の

材よりも大きな平均劣化度を示しているO このうち日産農林工業の材ば劣化が大きく，期間とともに劣化

が進行している。この原因としては，組湿度の高い 6 )j の時点で付表面1こかびが発生しF 変色をおこし多

それが低祖期の 11 月末においても変色として残存していたこと 6 汀時点で目だたなかった内部腐朽が，

材の乾燥に伴い縫込みとなって現われp 表面からの判定が容易になったことなどが，見かけ上の平均劣化

度の進行となったものと考えられる。 Fig， 3..a から含水率は， すでに 20% 以下であるので，少なくと

も腐朽による劣化はp これ以 U笠行することは考えられない。しかし，梅雨期の材表面のかびの発生に

ついては，毎年繰返される可能性はある。白金工業倉庫の材は劣化が小さく，期間とともにさらに小さく

なっている。とれは，保管材の品質が良かったことと， t;J表面のかびなど当初劣化として確認されたもの

が変色に互らなかったため， 12 月時点の材表面の乾燥により目だたなくなり， 見かけよ劣化の改善とな
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Table 10. 劣化度の判定と切断面の腐朽面積および切断面にもとづく劣化度

Rating by the surface insp巴ction ， decay 司rea and real grade 

b前 考

R日mark
area area 

昭和J 54 年 11 月 29 日 日産農林工業

The 29th Nov. 1979 at Nissan Norin Kogyo 

AL-5 16.0 40;;;づ C ( d ) I 
AL-I0 16.3 C (d. m) 20% C (d. m) I 
AL-12 17.1 C (d. m) 20% C(d, m> J {腐朽は表面から判定buしt にくい
AL-18 16.6 B ( m ) 5% B (d. m) !~ Visually sound but slight 

AM…20 17.0 40労 C (d. m) lldecay. 

A U-13 15.3 B ( m ) 80% 。 (d. m) 飛び腐れ White rot 

AU-16 13.7 C (d. m) 70% D (d. m) ピンク色の変色は腐桁のしる

B L-18 14 岨 6 B ( r ) 60% 

BM-8 15 置 i C ( d ) 60% B ( m ) i lis decay signal. 

BM-lQ 15.8 C ( d ) 70% D ( d ) 

C L-35 16.2 C (d. m) 55。口ノノ B (d. m) 

C u-4 15.0 C (d. m) ! 30% C (d. m) 

cu-9 15.3 C (d. m) 50% C (d. m) 

C U-I0 15.5 じ (d. m) 10% C (d. m) 

D L-5 16 , 6 B (d. m) 30% 

DL-9 15.9 D (d. m) 60% D (d. m) 

D L-13 16 圃 2 D ( d ) 20% C ( d ) 

5% D L-14 15.0 C ( d ) B ( d ) 

DM-20 16.0 B ( d ) 
A ?l M縫白7全色hiのteS線oliuはnne薬d 

D U-I0 16. 1 B ( d ) A !{剤is the crystal 
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ったことによるものと考えられる。いずれにしてもヲ木材の平均合*率が低下して気乾状態に遣したとし

ても，倉庫環境の通風の悪い部分で、はp 材表面のみ吸湿しでかびの発生を促すおそれがある。またp 雨ーが

吹込んだり雨もりする条件の倉庫では，材がぬれてかびや腐朽がおこる。それ放に，倉庫ーの雨もりやF 15i 

温多 11îl.期の通風換気についてト分注;怠する必要がある。

Photo. 6 落込みと腐朽

Colla pse and dec旦y.

Photo. 7 ピンク色の変色と潟朽

Surface ros巴 discoloration and decay銅

Photo. 8 表面健全と腐朽

Slight decay (sound visually). 

Table 3 に基づく判定の憾認のため， 材

íIìHこ j応朽の徴候を示す変色のあるものや，落

込みやj高朽によるひ割れなどが見られるもの

を切断し，腐朽lQÎf去を求めた。その時の材表

面観察とのiさいを明示したのが Table 10 で

ある。全体として友両観察による判定は妥当

であったことがわかる (Photo. 6) が，一部

lとえ洛しがあった。それらを列記すると，

① 歯糸状[と見えた山線は薬剤のが;品であ

った (DU-I0) 。

② ピンク色に変色した部分(このような

変色は取引ヒもボタンf;jと称して嫌われてい

る)は切断してみると必ず Photo圃 7 に jj-~す

ように内部腐朽があった。従ってこの変色は

j尚朽関の山す体外防32によるものではないか

と考えられる CBL-18) 。

③ 表面では，樹液の j受 i\'，による変色，鋸

Iflの付着による変色，または光線によるやけ

と判断した黄ないし褐色の変色で，内部腐朽

材と判定しなかった材でも，軽度の内部!潟朽

を持つものもあった (AL -18) (Photo. 8) 。

今後の判定は，乙れらの経験を生かし，特

:こピンク色の変色に注怠し，腐朽を見落さな

いよう留意すべきである。

3.5 倉庫内の温湿度

これまで述べてきたように9 備蓄材の保管

中の環境条件は品質におよ lます影響が極めて

大きい。環境条件の中にはp 建屋の構造から

気象条件まで広範な要素が含まれるが，木調

査では気象条件のうち，倉摩内の温温度につ

いてのみ測定した。通常，備蓄保管用の倉庫

は開放型の建築構造になっているため，外気
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Table 11.倉庫内の位置月1] 1M 湿度

Temperature and humidity in storehouse. 

キ I 4~5 か所の平均 Mean value at 4 or 5 points. 

必日 ~4 か!況の平均 Mean value at :, or 4 points. 
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ω気象条i' 1 が 1ft践がJiζtr陣内の:fz気条作に影響する。きさにもふれたように， lTLえでもない限り，備蓄合

庫内は外交〔より慨してi日間条YHとあるが， J'(iJ点の仕方によって通風を加減でき，ある程度は温度の調節も

可能であろう。調査をねーった 2 つの倉庫は，村u立の方法や迎風雫!同などの観点からみてラ lまぼ標準的な保

管状態にあるものと考えてよい。

当該;合jギ内の組出度の測定結来を示すと T呂ble 11 のようになる。なお測定当円はいずれも 11青天また

はき日えであった。測定結果を検討すると， 1l~12 月の測定では， 2 地域の食片:とも卜ョ段l叶-J くほど浪度

がiF6 七 平i~d\'JJ<率似が低くなっているが 6 月の測定ではとの傾向があまり顕治〈でなし凡常識的に見

て，湿度のが4い梅雨時以外は 4般に[段ほど，空気が乾いていると考えられる。何故なら，?芝気循環装置

がなく，通風も均ーにし3:41 い通常の備蓄材倉庫内では， JR度が低く ÝFrr!気の多い空気がドブ1] 1と滞留しがちの

はずだからである。このことは，さきの 3. 1 民で，最上i役 (U) のバンドノレの平均合水率が他と比絞して

やや低かったととからもうかがわれる。

ζ のような温温度の !i査は，日命の場所であっても測定日時によって著しく変動するものであるため， 2 

つの倉庫での測定伯jこ芙があっても，その差白体には何の窓味ももたない。従って T呂ble 11 の意味す

るところは， J$l.Iζ ， ral一時点で測定した:場合の上下方向の差異を示すにとどまる。

n~lnæ_度の測定は備蓄別問を通じて連続的に行いョ備芸5材の乾燥皮，損傷の現われ)jなどと関連づけて検

討するのが望ましいが，工場仰!の実情から実行は難しいように感じられる。

4. 今後の備蓄材保管のあり方

木材j備議{ま，備蓄期間中に生じる品質劣化を可能な限り抑制する ζ とが大前提である。乾燥に伴って生

じる諸損傷を恐れるあまり，保管Lドの材の乾燥を抑止し，外観的な品質を損なうことなし生材状態そ長

期間維持することは，ほう大な量を扱う木村備蓄では実行不可能であるのみでなくョ内部腐朽を促進させ
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るおそれがあるから，このような手段はとるべきでない。むしろ，正しい管理苧のもとに材を正しく乾燥さ

せ，高品質の材料を消費者に徒供するととが本筋であろう。備蓄材の保管管理における主要な留意点を列

記すれば以下のようになる。

(1) 建屋について

1) 関口部を広くし，倉庫内を風が吹き抜けるような構造とする。

2) 1直射日光を避け，雨が材に直接当たらないよう lとする。

3) 倉l案内 lと降り込んだ雨が床面に滞留しないようにする。

心 地中からの視気を防ぐため，床はコンクリート打ちとする。

(2) 材について

1) すでに腐朽している材，心持ち材，大きな節や木理の不整が著しい材は備蓄材としては避ける。

2) 製材および材の買付けは?秋の終わりから冬にかけての低温乾燥期に実施する。

の その他の時期]の乾燥までのかびによる材の変色防止のため，防ばい処理を適切に実施する。

4) 保管期間中に材の腐朽を発見したならば，速やかに薬剤を吹付けるか，バンドルを解体して内部を

調査し，取り除く。

(3) ノマンドリングおよび積込み方法について

。 二方まさ木取り材は板目面がと下方向になるように積込む。

2) 材を一段積込むごとに桟木をはさむ。

3) 桟木は健全材から作製する。

4) 桟木を媒体とした腐朽の伝ばを防ぐため9 桟木はすべて防腐処理を施す。

5) 桟木は厚さ 20~25 cm (稿も同じ〕のものが好まししどの桟木も同ーの厚さとする。

6) 長さ 3m の備装材iζ対しては一段あたり少なくとも 4 本 4m 材では少なくとも 5 本の桟木を等

間隔に配置する。

7) 材河端の桟木は材の木口端部近くに置く 0

8) 桟木は上下に一直線になるように置く。

9) パンドルとバンドノレとの間(上下方向)には 10cm 角程度の枕木をはさみ， iilll試の促進をはかる。

10) 枕木には胤i朽のない健全1';1を用いる。

11) 枕木は材の畏さ方向で少なくとも一段につき 3;本は使用し，上下に一直線になるように置く。

12) ノ f ンドルは主風の通風が妨げられない配置で堆積する。

13) ノ f ンドルl士通風を考慮した適当な通路を設けて堆積し，かつ，フォークリフト等の震動で堆積が倒

れないように注意する。

おわりに

今回の備蓄材調査によって種セの知見が得られ3 幾多の問題点がある程度浮き彫りになった。調査した

工場においても，擦の違ういくつかの倉庫では桟木や枕木の不適正な使用状態9 過干否な保管，床面tC雨水

の滞留などが依然として見られ，また倉庫の構造に通風仁の改善が必要なものなども見出された。とれら

の不備は阜急lと改善されるととが強く望まれる。

本調査の実行lこ当たり，各穏測定に協力頂いた木材部乾燥研究室 久間卓興技官，東京農業大学学生
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白石智洋，主t妻勝弥の向1]らに謝;患を友する。さらに，調査のさいには， (財)日本木材備蓄機J誌をはじ

め日産農林工業総，白金工業紛の職員の方々から桂々の便宜， WJ力を頂いた。ここに深甚の謝足立を表し

fこし、。
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Retardatory Skills for Degradation of Lumbe:r Quality during Sto:ra畠;e C 1) 

-Changing process and evaluation of lumber 

quality during three-year storage-

Shoji AMEMIYA (1), Kentaro SUZUKI C2l, Shoshiro MATSUOKA(3l , 

Hiroshi SUM! (4), Shoichi SAτ0(5) and Takuzo TSUTSUMOTO(6l 

Summary 

The quality of green lumber is apt to be degrad巴d by fungi 旦ttack ， warping, ch巴ckings ，

巴tc. ， while it is stored for emergent needs at the storehouses. Establrshment of ad巴quate

storag巴 skills and quality control is indispensable in order to minimize the quality degradation 

during the storage term. Howev巴r ， technical knowledge and skills for storage of largεamounts 

of green lumber ar巴 lacking at the present time. 

Quality research of W. Hεmlock (Tsuga hetero戸hylla) square lumber (purchased in th日

1976 f1scal year) being stored at two factories' stor巴hous巴s was conducted sever百1 times. Prior 

to this study, the authors had already carried out the preliminary research of the older lumber 
(purchased in thε1974 and 1975 五scal years). A number ぱ improvem巴nt points w巴re appli巴d

to the storag巴 of the newer lumb巴r (treated in this study) accordinεto the resul ts of the 

preliminary research. 

Changes of the lumber quality, that is to say, moisture cont巴nt， mold , decay, discoloration, 

warping, checkings and m巴teor叫ogical conditions at the sites were observed and evaluated 

by certain criteria , respectively. This pap巴r suggests a bene五cial way for the storage of 

sawed lumb巴r in the future. Necessity of the follow�g major operations is emphasized here: 

segregation of low quality lumber多 antí引lo1d treatment of ìumb邑r before storage, proper 
stacking and piling, adoption of open type storehouses and so on. 
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